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地域の宝を未来へつなぐ 

令和８年５月 18日（月）に、安田町文化センターで標記の会が開催され、東洋町から安芸市まで約 70

名の参加がありました。この会は、安芸郡市連合婦人会の連絡連携を図るとともに、社会の変化に対応で

きる婦人会活動の推進と地位向上を目的としています。 

総会後は、「地域資源の活用について学ぶ講話」と「みんなで楽しむ脳トレクイズ」の二本立てで研修

が行われました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１． 中芸地区の歴史を学び、未来へのヒントを見つける 

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会 清岡
きよおか

 栞
しおり

 氏から「日本遺産『ゆずと 

りんてつ』を用いた地域資源の活用」について学びました。 

かつて木材の運搬を支えた森林鉄道。時代の変化とともに林業が

衰退したあと、先人たちが知恵を出し合い、新しく始めたのが「ゆず

栽培」でした。この産業のストーリーが国の「日本遺産」として認定

されています。トンネルや線橋などの鉄道遺産だけでなく、「田舎寿

司」などのゆず料理も、世代を超えて受け継がれてきた大切な無形

文化遺産です。 

資源を活用して新たな価値を！（地域の魅力発見、地域人材の育成、観光サービスの創出） 

取組事例 

・ゆず FeS：ゆず収穫・ゆず絞り、バイクで軌道跡巡りなど体験プログラムを短期間に実施 

 ・中芸日本遺産ウォーク：ミニガイドを配置し、まち歩きとウォーキングの複合イベント 

 ・県内外イベントへの出店 ・日本遺産フェスティバル（R９年度開催予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「これからの地域をどう創っていくか」という、前向きな課題

意識が共有されました。 

 

参加者の声 

私たちの地域は、先人が知恵を出し合い、一次産業を発展させ

てきた。そこで培われた「絆」や、お互いを高め合ってきた「積

極性」こそが一番の財産。これからも大事にしていきたい。 

中芸地区は観光分野で発展の余地があり、大きな可能性を秘め

ています。生産者が丹精込めて作ったものに、付加価値を加える

ことで、一次産業自体の収益向上にもつながります。さらに魅力

発信をしていきたいと考えています。 

「明神口橋」 

「オオムカエ隧道」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学び」をそれぞれの地域で生かす！ 
「身近な所に、すごい宝物がある」そんな気付きに溢れた時間でした。地域の歴史を知り、その魅力を

語り継ぐこと。それ自体が、私たちにできる立派な地域貢献なのだと実感しました。 

今回の学びを、各地区の婦人会活動にも活かしていただき、地元の魅力を発信していってほしいと思

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東部教育事務所社教便りについてのご意見・ご感想はこちらへお願いします。→ 

 

 

 

 

県では、県内のあらゆる「学び」につながる情報と学んだことを「活かす」

場の情報を掲載したポータルサイト「まなび場 Search」を開設していま

す。 

キャリアアップ講座、趣味的な講座、親子の体験的な学びなどの情報や、

ボランティアの募集情報等も随時掲載しています。 

ぜひ一度、「まなび場 Search」をご覧いただき、興味のある講座を検索し

てみてください。 

また、ポータルサイトへの掲載情報は随時募集しています。対象が市町村

限定や県民全体であることは問いません。掲載を希望される場合は、下記問

合せ先まで情報を提供ください。 

 

 

 

 

https://manaviva-search.jp/ 

 

 

 

 

 

《問い合わせ先》 

高知県生涯学習支援センター 

〒780－0850 高知市丸ノ内１丁目１－１０ 高知県立公文書館３階 

電話／088－855－7606 FAX／088－855－7607 Mail／info@kolec.jp 

開館日／月・火・木・金 開館時間／８時３０分～１７時１５分 

 

2. 頭も体もフル回転！「あたまおしりゲーム」で弾ける笑顔♪ 

研修後半は、テレビでもおなじみの「あたまおしりゲーム」に挑戦しました。 

「あたまの文字はこちら『あ！』 おしりの文字はこちら『し！』 どんな言葉ができるかな？ 」 

リズムに乗ってみんなで体を動かし、声を出し、頭を使い楽しく活動。「えーっと、何があったっ

け！」「わかった！わかった！」と、会場は明るい雰囲気に！言葉を見つけた方には嬉しい「飴ちゃ

ん」のプレゼントもあり、お互いに拍手を送り合っていました。 

 

 

 

一見、楽しいレクリエーション。 

しかし、ここに社会教育の大切なエッセンスがあります。一緒

に笑い、声を掛け合うことで、地域のつながりがより強くなります。

この「ネットワーク」こそが、地域活動を続けるエネルギーになります。 

   

         のご紹介  

https://manaviva-search.jp/

